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https://www.who.int/publications/m/item/weekly-epidemiological-update-on-covid-19---20-april-2023

https://www.who.int/publications/m/item/weekly-epidemiological-update-on-covid-19---20-april-2023


紫：ICU入院例
薄緑：死亡例

青：入院例





川崎市 16週
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＜変異ウイルス検出状況＞ 第16週
川崎市健康安全研究所、国立感染症研究所、民間検査機関によって確定された件数
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．三重県における法に基づく届出患者数と死亡数、
そして定点サーベイランスデータ （三重病院・谷口清州先生）
＊ARI: Acute Respiratory Surveillance + Labo
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感染研 発生動向調査 IDWRより

図８：インフルエンザ発生動向（2023年第14週：2023.4.27）
小児科定点3000、内科定点2000 毎週の報告



13川崎市リアルタイムサーベイランス 2023.4.27（第17週）KIDSS
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川崎市感染症情報発信システム KIDSS
システムのスタートにあたって
－川崎市健康安全研究所長 岡部信彦－平成26（2014）年3月7日

このたび、川崎市における感染症情報発信システムが、各方面多くの方々のご協力を
頂き開始されました。

感染症の広がりをできるだけ抑え、重症者を少なくして、適切な対応と説明を市民の方
々に行うためには、感染症の動きの情報は不可欠です。情報を発信するとはいえ、その
ためには臨床現場の第一線の状況をまず教えていただかなくてはならず、臨床現場など
にご負担をおかけする次第ですが、私たち情報を受け取る側は、それらを出来るだけ速
やかに、わかりやすい形にして還元・提供を行うようにいたします。またこれらはかつて
のSARSや新型インフルエンザ2009年のパンデミックが起きた時のように、その時になっ

て動き出すのでは遅く、また慣れていないための戸惑いや混乱が再び生じることになり
ます。そのためには日常からある程度の動き、いわばジョギングをしておく必要がありま
すが、これによって日常的な感染症の動きを掴むこともできます。

このシステムでは、非日常的なものに備えるという大きな目的のほかに、ウェブを見て
いただくと、市内の感染症の流行状況や、病原体の情報を得ることができます。また国
内外の感染症に関する情報、国や市からの通知・資料なども、速やかに医療の現場に
お届けするようにいたしますので、ご利用いただければと思います。

使い勝手の悪い点など、今後見つかってくる可能性もあると思いますが、皆様方のご
意見などを反映しながら、より使いやすい、より内容の充実した、より迅速な感染症対策
に結びつけることができるシステムに発展していきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。



インフルエンザも、COVID-19 も
感染症対策の基本は共通

強がり過ぎず、怖れ過ぎず

いつものワクチンもお忘れなく！
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猫の写真：三重病院 谷口清州先生より


